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地域高齢者における尿，および便失禁

出現頻度，関連要因と生命予後
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高橋 進吾 楢村 裕美 池田 和功

　地域高齢者の尿，および便失禁の出現頻度と関連する要因を明らかにするため，大阪府S市在住の65歳

以上の高齢者から無作為抽出した1,473人を対象に平成4年10月に失禁の状態について調査し，1,405人

（95.4％）から有効回答が得られた。さらに回答の得られた1,405人を観察コーホートとして，失禁の状態別

に38か月間の生命予後を観察した。得られた結果は以下のとおりである。

　1.　尿失禁の出現頻度は男女とも9.8％であり，便失禁は男で8.7％，女で6.7％にみとめた。「1日1回以

上」の尿，および便失禁の出現頻度はそれぞれ3.4％，2.0％であった。尿，および便失禁の出現頻度は，男

女いずれにおいても年齢階級が高くなるにともない増加を示した。

　2.　単変量解析から，年齢「75歳以上」，低ADL「あり」，脳卒中治療「あり」，痴呆治療「あり」，社会活

動「なし」，生きがい「なし」は，いずれも尿，および便失禁と有意な関連を示した。ロジスティックモデ

ルを用いた多変量解析からは，年齢「75歳以上」と低ADL「あり」は失禁の頻度別にみたいずれの失禁状態

とも有意な関連をみとめ，脳卒中治療「あり」は「1日1回未満」の失禁と，痴呆治療「あり」は「1日1

回以上」の失禁と強い関連がみられた。

　3.　カプラン・マイヤー法を用いて失禁の頻度別に累積生存率をみると，尿，および便失禁のいずれにお

いても失禁「なし」の者の生存率は失禁「あり」の者に比べて高く，失禁の頻度が増加するにともない生存

率は低下する傾向を示した。

　4.　比例ハザードモデルを用いた多変量解析からは，「1日1回未満」の便失禁，「1日1回以上」の尿，

および便失禁は，いずれも生命予後と有意な関連を示した。また「1日1回未満」の尿失禁も有意ではない

が1以上のハザード比を示した。
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